
反
対

賛
成

賛
成

　
「
令
和
２
年
度
高
梁
市
各
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て
」
は
、
こ
ど
も
園
の
給

食
費
や
学
童
保
育
の
保
護
者
負
担
、
給
食
宅

配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
各
種
利
用
料
や
施
設
使

用
料
の
引
き
上
げ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

反
面
、
吉
備
国
際
大
学
や
図
書
館
の
委
託
料

な
ど
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
に
よ
り
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

の
開
設
時
間
が
15
分
短
縮
さ
れ
た
。
市
民
負

担
増
加
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
っ
て

お
り
反
対
す
る
。

　
「
令
和
２
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て
」
は
、
水
は
生
活
や
商
い
に

と
っ
て
大
切
で
あ
り
、
以
前
か
ら
高
す
ぎ
る

水
道
料
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
反
対
す
る
。

　
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
進

め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
国
民
に

関
心
を
持
た
れ
選
択
制
を
求
め
る
方
向
へ
進

ん
で
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
女
性
の
地

位
や
権
利
の
向
上
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ

り
、
ま
た
夫
婦
が
同
姓
で
も
別
姓
で
も
、
ど

ち
ら
で
も
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
り

採
択
を
求
め
る
。

　
「
令
和
２
年
度
高
梁
市
各
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て
」
は
、
厳
し
い
財
政
が
続
く

中
、
中
期
財
政
見
通
し
の
作
成
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
が
、
先
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
、
市
の
経
済
に
も
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、
市
民
生
活
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
に
強
く
要
請
す
る
。

　

市
民
の
中
に
は
、
生
活
不
安
、
雇
用
不
安
、

経
営
不
安
が
増
し
て
お
り
、「
令
和
３
年
度

高
梁
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」
の
多
く
は
、

コ
ロ
ナ
対
応
と
８
月
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ

い
て
の
補
正
で
あ
る
の
で
、
不
安
解
消
に
つ

な
が
る
よ
う
速
や
か
な
執
行
を
求
め
る
。

　
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
進

め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
掲
げ
て

い
る
女
性
活
躍
・
男
女
共
同
参
画
の
重
点
方

針
に
よ
り
、
女
性
の
活
躍
す
る
場
は
、
ま
す

ま
す
増
加
し
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

２
０
１
７
年
内
閣
府
調
査
で
は
、「
選
択
的

夫
婦
別
姓
を
容
認
」
が
４
割
を
超
え
、
職
場

で
の
旧
姓
使
用
を
認
め
る
企
業
は
６
割
を
超

え
る
。
こ
の
陳
情
は
国
会
に
お
け
る
論
議
の

き
っ
か
け
と
し
て
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

9月定例会で賛否が分かれた議案の議決結果

※議長は採決には加わりません。　※他の議案は全会一致で可決しました。
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令和２年度高梁市各会計歳入歳出決算認定について

令和２年度高梁市水道事業特別会計決算認定について

新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願

選択的夫婦別姓制度の法制化を進める意見書の提出を求める陳情

選択的夫婦別姓制度の法制化を進める意見書の提出について
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「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制
化
を
進

め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
大
法
廷

２
度
に
わ
た
り
「
制
度
の
在
り
方
は
国
会
で

論
ぜ
ら
れ
、
判
断
す
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
」

と
申
し
添
え
、
司
法
で
は
な
く
立
法
で
議
論

を
深
め
る
べ
き
と
指
摘
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て

法
制
審
議
会
も
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
導

入
す
る
民
法
改
正
要
綱
試
案
を
答
申
し
て
か

ら
四
半
世
紀
た
つ
が
、
国
会
で
は
議
論
が
な

さ
れ
て
お
ら
ず
議
論
を
深
め
る
意
味
に
お
い

て
採
択
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
高
梁
市
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を

み
れ
ば
、
移
住
・
定
住
を
促
進
し
て
企
業
誘

致
を
進
め
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

と
目
標
を
掲
げ
る
自
治
体
と
し
て
も
、
若
年

層
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
の
導
入
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

し
て
、
高
梁
川
流
域
の
総
社
市
と
倉
敷
市
も

賛
成
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
陳
情
は
採
択

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

市
民
負
担
の
増
加
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
み
ら
れ
る

「
入
る
を
量
り
て
、
出
ず
る
を
為
す
」

こ
と
が
求
め
ら
れ
る

陳
情
に
つ
い
て
は
、

移
住
定
住
・
企
業
誘
致
・
新
規
就
農
者
の

面
か
ら
み
て
も
採
択
を

石
部
　
誠 

議
員

金
尾
恭
士 

議
員

森
　
和
之 

議
員

討　論

　

令
和
３
〜
７
年
度
の
５
年
間
に
お

い
て
高
梁
市
の
持
続
的
発
展
を
目
指

す
う
え
で
も
、
財
政
的
な
裏
付
け
は

大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

の
財
政
措
置
と
し
て
、
国
の
補
助
金

等
の
中
で
も
有
利
な
財
源
を
活
用
し

な
が
ら
市
の
振
興
を
図
る
も
の
で
す
。

こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福

祉
・
教
育
・
農
林
業
等
に
予
算
を
投

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
案
質
疑
に
お
い
て
は
、
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
畑
地
か
ん
が
い

施
設
の
位
置
付
け
や
今
後
の
教
育
体

制
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

「
市
全
体
の
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を

考
慮
し
な
が
ら
計
画
的
に
考
え
て
い

く
」「
高
梁
市
の
教
育
振
興
計
画
を
も

と
に
し
て
考
え
て
い
き
た
い
」
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
７
月
、
８
月
の
大
雨
に
よ

る
災
害
は
、
道
路
２
２
８
件
、
河
川

44
件
、
農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
等

１
４
５
件
で
、
総
額
約
８
億
円
の
被

害
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
小

企
業
等
事
業
継
続
特
別
支
援
金
は
コ

ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
で
い
る
事
業
者

に
対
す
る
支
援
金
に
つ
い
て
も
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
２
議
案
と
も
全
会
一

致
で
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
議
会
に
対
し
て

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

請
願
書
」
と
い
う
請
願
と
「
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処

し
、
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
と
い
う

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
来
年
度
以
降
も
厳
し
い
財
政

状
況
に
な
る
地
方
自
治
体
が
、
国
に

対
し
て
要
望
を
行
う
も
の
で
す
。
い

ず
れ
も
総
務
文
教
委
員
会
で
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
反
対
意
見
は
な

く
、
乙
議
案
と
し
て
国
へ
の
意
見
書

提
出
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
市
民
生
活
、
経
済
、
農
業

等
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
影
響
が
出

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
標
記
の
請
願
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
付
託
を
受
け
た
産
業
経
済

委
員
会
で
は
、
慎
重
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
趣
旨
は
理

解
で
き
る
、
米
価
審
議
会
の
縮
小
の

影
響
が
あ
る
、
請
願
事
項
の
項
目
の

中
に
は
請
願
趣
旨
と
若
干
そ
れ
て
お

り
直
接
か
か
わ
り
の
な
い
点
が
あ
る
、

米
の
生
産
を
安
定
的
に
す
る
た
め
の

政
策
が
必
要
で
あ
る
等
の
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
請

願
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
会
議
で
産
業
経
済
委

員
長
が
審
査
経
過
を
報
告
し
、
採
決

の
結
果
、
委
員
会
と
同
様
、
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

高
梁
市
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
市
町
村
計
画
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

米
危
機
の
改
善
を
求
め
る
請
願

令和３年９月 3 日～ 24 日までの 22 日間、令和３年第 4 回９月定例会が開催され、
市長からは認定４件、議案７件が提出され、認定は全て認定すべきものと、議案は全
て可決されました。また追加で人事案件１件が諮問され、適任としました。さらに請
願３件、継続審査となっていた陳情１件が審議され、請願２件と陳情１件が採択され
ました。また、乙議案４件が提出され可決されました。

一
般
議
案

請
　
　
願

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

地
方
財
政
に
関
す
る

意
見
書
を
国
に
提
出
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